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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

シンボリックデータ解析は、従来のデータ解析技法の対象とされるデータタイプの拡張と捉えら

れることが多いが、数学に基盤を置く統計科学において、他領域の研究との潜在的な接点を有する

と考えられる。しかしながら、既報の研究の多くは、従前のデータ解析手法の拡張に関するもので、

他領域の成果を融合させるような試みの報告例は少ない。 

 このような背景に鑑み、本研究では、シンボリックデータ表現と親和性の高いデータ表現法と、

当該表現法が対象となる情報処理技法とデータ解析法との融合の模索を目的とした。 

 具体的には、研究代表者が現在進めている、シンボリックデータ表現とラフ集合との関連性なら

びにラフ集合を用いたマイニング技法のシンボリックデータへの展開と応用を端緒として、それぞ

れの派生あるいは発展例において、他方の成果を流用可能かどうかを理論的および実践的な観点か

ら考察することとし、研究計画に記載の通り、シンボリックデータ解析におけるラフ集合の導入に

ついて、国際会議での発表を行った。 

また、関連する研究に関する意見交換などのため、これも研究計画で予定した通り、釜山外国語

大学校の Sung Ho Moon 教授の来訪を 2010 年 11 月に頂き、本研究課題と韓国における統計科学分

野の研究トピックとの関連性などについて議論を行った。さらに、本共同研究における他の課題と

の連携のもと、「大規模データ科学に関する研究会」と称した研究会の機会を通じ、特に、2011 年 2

月には、シンボリックデータ解析およびフォーマルコンセプト解析に造詣の深いポルト大学の

Paula Brito 教授が来訪された際には、本テーマに関する子細な討論や意見交換を行う機会を得た。 

 研究遂行期間中、研究分担者との打ち合わせを随時メールで行ったほか、2011 年 2 月以降、数度

にわたり、当センターにて研究打ち合わせを行った。 

 研究計画の後半にあたる、複数技法の有機的活用と応用例については明確な成果を得るに至らな

かったが、今般の研究を通じて相応の方向性を見出すことができ、今後の展望を得るに至った。 

 

 なお、本研究課題に関連する平成 22 年度の主な業績は以下のとおりである。 

 

Hiroyuki MINAMI：Empirical Studies on the Analysis of a Vast Amount of the Internet Traffic 

Data in Japan，Abstracts of the 3rd German-Japanese Workshop, University of Karlsruhe， 22. 

Kenji TOYODA, Hiroyuki MINAMI, Masahiro MIZUTA ： Semi-supervised Discriminant 

Analysis for Interval-valued Data，19th International Conference on Computational Statistics， 

176. 
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（研究成果のつづき） 
Hiroyuki MINAMI. Masahiro MIZUTA：A Knowledge Engineering Applied Symbolic Data 

Analysis，Abstracts of the 34th Annual Conference of the German Classification Society (Gfkl)， 

127. 

南 弘征: SDA の応用と展開. ワークショップ「データ縮約のトレンドを追う－ＰＣＡとＳＤＡ－」, 

2010-09-17, 統計数理研究所. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


